
私
は
さ
き
に
米
医
，
。
Ｂ
・
シ
モ
ン
ズ
ロ
巨
凹
胃
国
．
の
目
日
。
旨
い
が
横
浜
の
十
全
医
院
を
舞
台
に
、
数
々
の
す
ぐ
れ
た
業
蹟
を
残
し
た
こ
と

（
一
）

や
福
沢
諭
吉
と
の
親
交
に
つ
い
て
、
本
誌
第
三
十
三
巻
第
二
号
に
、
お
い
て
報
告
し
た
。

よ
う

し
か
し
、
明
治
十
五
年
母
国
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
し
て
か
ら
の
シ
モ
ン
ズ
の
動
静
に
つ
い
て
は
、
杏
と
し
て
知
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
。

困
り
果
て
て
い
た
私
は
、
「
福
沢
諭
吉
と
あ
れ
だ
け
の
親
交
の
あ
っ
た
シ
モ
ン
ズ
で
あ
る
。
帰
国
後
も
両
者
の
間
に
何
ら
か
の
や
り
と
り
が

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
諭
吉
宛
の
書
簡
の
一
つ
ぐ
ら
い
見
つ
か
る
の
で
は
な
い
か
。
」
と
、
あ
る
日
、
書
簡
集
で
あ
る
福
沢

（
三
）
（
二
○
）

諭
吉
全
集
第
十
七
巻
、
第
十
八
巻
を
読
ん
で
み
た
。
驚
い
た
こ
と
に
、
ア
メ
リ
カ
留
学
中
の
二
子
、
一
太
郎
、
捨
次
郎
宛
の
諭
吉
書
簡
の
中
に

シ
モ
ン
ズ
の
名
が
屡
を
出
て
く
る
で
は
な
い
か
。

小
躍
し
て
私
は
諭
吉
全
集
所
収
の
二
子
宛
、
及
び
シ
モ
ン
ズ
宛
、
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
宛
、
福
沢
桃
介
宛
の
諭
吉
書
簡
の
す
べ
て
読
ん
で
ゑ
た
。

、
、
、
、
、
、
、

読
後
、
こ
れ
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て
ゆ
く
と
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
も
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
シ
モ
ン
ズ
像
が
浮
ん
で
き
た
。

以
下
、
福
沢
諭
吉
の
書
簡
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
Ｄ
・
Ｂ
・
シ
モ
ン
ズ
の
像
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
加
え
な
が
ら
報

は
じ
め
に 米

医
，
。
Ｂ
・
シ
モ
ン
ズ
（
１
）

Ｉ
福
沢
諭
吉
の
書
簡
よ
り
み
た
る
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ド
ク
ト
ル
・
シ
モ
ン
ズ
ー

和
曜
毒
繋
罎
弄
繋
第
濤
平
成
三
年
一
月
二
十
三
日
受
付

荒
井
保
男
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自
分
の
身
を
思
い
、
一
進
看

諭
吉
多
年
の
宿
願
で
あ
っ
た
。

諭
吉
は
い
つ
の
日
か
子
供
を
洋
行
さ
せ
た
い
と
い
う
願
い
が
常
に
脳
裏
に
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
に
は
金
が
欲
し
い
、
子
供
が
成
人
す
る
ま
で

に
は
金
が
欲
し
い
と
、
誰
彼
と
な
く
平
気
で
人
に
も
話
し
て
い
た
。

そ
れ
を
聞
い
て
嘉
右
衛
門
が
打
診
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
嘉
右
衛
門
が
言
う
に
は
「
い
ま
こ
こ
で
あ
な
た
に
月
給
を
あ
げ
る
と
い
っ
て
も
取

り
も
し
な
い
だ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
五
千
円
か
一
万
円
か
、
ま
と
ま
っ
た
金
を
あ
な
た
に
お
渡
し
す
る
。
差
し
当
り
要
ら
な
い
金
だ
か
ら
、
ど
こ

か
へ
そ
れ
を
お
預
け
に
な
る
。
お
子
さ
ん
が
成
長
し
て
洋
行
留
学
す
る
段
に
な
る
と
、
そ
の
金
が
利
倍
増
長
し
て
立
派
に
学
資
金
に
な
る
。
こ

の
案
は
い
か
が
で
す
か
」
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

諭
吉
は
熟
慮
の
末
、
こ
の
申
出
を
結
局
は
断
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
「
眼
前
の
子
供
を
見
て
、
そ
の
行
く
末
を
思
い
、
ま
た
顧
承
て

自
分
の
身
を
思
い
、
一
進
一
退
こ
れ
を
決
断
す
る
に
は
、
ず
い
ぶ
ん
心
を
悩
し
た
」
と
い
う
。
と
も
か
く
わ
が
子
の
外
国
留
学
と
い
う
一
事
は

告
し
て
み
た
い
と
思
員
ノ
。

か
と
い
う
申
し
込
承
が
あ
っ
た
。

こ
と
が
、
年
来
の
望
司

こ
ん
な
話
が
あ
る
。

幸
に
し
て
諭
吉
の
箸
訳
書
は
時
代
の
人
為
に
喜
び
迎
え
ら
れ
て
、
そ
の
売
り
上
げ
に
よ
っ
て
家
計
に
十
分
の
余
裕
が
生
ず
る
よ
う
に
な
っ
て

明
治
四
年
の
年
の
暮
、
諭
吉
の
愛
児
一
太
郎
満
八
歳
、
捨
次
郎
満
六
歳
の
と
き
で
あ
る
。

横
浜
の
豪
商
高
島
嘉
右
衛
門
か
ら
、
横
浜
に
洋
学
校
を
開
設
し
た
い
の
で
、
諭
吉
み
ず
か
ら
出
て
来
て
、
洋
学
校
の
管
理
を
し
て
く
れ
な
い

自
ら
前
後
二
回
洋
行
し
、
外
遊
の
教
育
的
価
値
を
つ
ぶ
さ
に
知
り
尽
く
し
て
い
た
福
沢
諭
吉
は
、
い
つ
の
日
か
自
分
の
愛
児
を
洋
行
さ
せ
る

と
が
、
年
来
の
望
承
で
あ
っ
た
。

一
愛
児
二
子
の
洋
行
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い
た
。
一
太
郎
を
大
学
予
備
門
（
こ
こ
を
卒
業
す
れ
ば
東
京
大
学
へ
進
学
で
き
る
）
に
入
学
さ
せ
た
も
の
の
、
健
康
を
害
し
て
し
ま
い
、
大
学

予
備
門
を
断
念
、
慶
応
義
塾
の
普
通
課
程
を
履
修
し
、
い
よ
い
よ
念
願
の
洋
行
の
日
が
目
前
に
や
っ
て
き
て
い
た
。

利
且
）
。 諭

吉
の
二
子
が
ア
メ
リ
カ
留
学
に
出
発
し
た
の
は
明
治
十
六
年
六
月
十
二
日
で
、
時
に
一
太
郎
二
十
一
歳
、
捨
次
郎
十
九
歳
で
あ
っ
た
（
図

幸
‐
い
な
こ
と
に
、

た
ま
た
ま
村
井
保
固
が
帰
国
し
て
お
り
、
村
井
が
二
子
と
同
行
し
て
行
を
共
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
村
井
保
固
は
愛
媛

口
口
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し
、
七
月
七
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
着
、
新
井
領
一
郎
の
寓
居
に
旅
装
を
解
い
た
。

そ
の
月
末
に
二
人
は
ワ
シ
ン
ト
ン
に
行
き
、
駐
米
公
使
の
寺
島
宗
則
と
書
記
官
の
鮫
島
武
之
助
に
面
会
し
た
。
諭
吉
は
寺
島
・
鮫
島
両
氏
に

留
学
中
の
二
子
の
教
育
監
督
を
依
頼
し
て
お
い
た
か
ら
で
あ
る
。
寺
島
は
旧
薩
摩
藩
士
で
幕
府
時
代
は
松
木
弘
安
と
名
乗
っ
て
お
り
、
諭
吉
と

と
も
に
遣
欧
使
節
に
随
行
し
た
蘭
学
者
仲
間
で
、
諭
吉
の
最
も
親
し
い
友
の
一
人
で
あ
っ
た
。
鮫
島
は
慶
応
義
塾
に
お
け
る
福
沢
門
下
生
で
あ

（
四
）

と
こ
ろ
が
教
育
監
督
を
依
頼
し
た
寺
島
は
大
使
解
任
と
な
り
、
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
監
督
後
見
役
を
シ
モ
ン
ズ
に

托
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
シ
モ
ン
ズ
が
登
場
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
ろ
ド
ク
タ
ー
・
シ
モ
ン
ズ
か
ら
一
通
の
手
紙
が
諭
吉
の
も
と
に
届
い
て
い
た
。
そ
れ
は
二
人
の
出
発
の
と
き
に
持
た
せ
た
諭
吉
の
シ

モ
ン
ズ
宛
の
書
簡
、
お
よ
び
二
子
か
ら
出
し
た
手
紙
が
非
常
に
延
着
し
た
た
め
、
シ
モ
ン
ズ
が
二
人
を
ア
メ
リ
カ
到
着
の
最
初
か
ら
世
話
す
る

こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
詑
び
た
文
面
で
あ
っ
た
。

（
五
）

そ
の
辺
の
事
情
を
十
月
二
十
日
付
の
シ
モ
ン
ズ
宛
の
諭
吉
の
書
簡
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

「
千
八
百
八
十
三
年
十
月
二
十
日
東
京
三
田
に
於
て
。
九
月
十
五
日
の
貴
書
を
得
て
拝
讃
す
。
賤
息
共
渡
米
の
節
に
附
し
た
る
私
書
、
竝

に
子
供
よ
り
呈
し
た
る
書
状
、
共
に
非
常
な
る
延
着
の
由
、
誠
に
驚
き
入
り
候
次
第
、
小
生
に
於
て
残
念
に
存
じ
候
。
併
し
是
は
今
更
致

方
も
こ
れ
無
き
こ
と
と
し
て
、
さ
て
雨
人
を
貴
國
へ
差
し
遣
わ
し
候
に
付
き
、
之
を
寺
島
公
使
へ
托
し
た
る
は
、
公
使
は
君
の
知
ら
る
上

如
く
小
生
の
薑
友
、
且
又
公
使
の
書
記
官
鮫
島
氏
は
、
其
少
年
の
時
、
弊
塾
に
居
て
、
子
供
雨
人
は
幼
稚
の
時
よ
り
氏
に
愛
せ
ら
れ
、
始

ザ
○
。

－
ト
ン
氏
宅
で
あ
る
。

寺
島
と
鮫
島
の
周
旋
で
一
太
郎
は
オ
ハ
ョ
（
○
嵐
。
）
州
の
オ
ー
バ
リ
ン
（
○
耳
吋
冒
）
ス
ク
ー
ル
に
行
く
こ
と
と
な
っ
た
。
下
宿
先
は
ニ
ュ

ニ
シ
モ
ン
ズ
登
場
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終
親
し
く
し
た
る
者
な
れ
ば
、
荊
妻
の
考
に
も
、
寺
島
公
使
と
鮫
島
氏
へ
頼
み
度
と
の
念
願
に
よ
り
斯
く
は
虚
分
し
た
る
こ
と
な
り
。
も

と
よ
り
亜
米
利
加
に
行
て
、
同
國
に
小
生
の
切
友
な
る
君
の
在
る
あ
り
。
た
と
ひ
特
別
に
御
依
頼
を
煩
は
す
な
き
も
、
一
般
に
御
添
心
を

願
ふ
は
小
生
の
心
事
に
し
て
、
即
ち
子
供
へ
も
書
状
を
附
し
て
之
を
呈
し
た
る
由
縁
な
り
。

然
る
虚
、
先
便
も
貴
書
を
辱
ふ
し
、
又
今
回
は
教
育
の
事
に
つ
き
懇
切
な
る
忠
告
を
賜
は
り
、
誠
に
有
難
く
、
實
は
寺
島
公
使
竝
に
鮫

島
氏
も
解
任
歸
國
に
付
て
は
、
爾
後
如
何
致
す
べ
き
や
と
甚
だ
心
配
致
し
居
り
候
折
柄
、
今
便
の
來
翰
、
両
人
教
育
の
事
に
付
き
格
別
に

御
世
話
下
さ
る
べ
き
旨
を
拝
承
致
し
候
は
、
此
上
も
な
き
幸
な
れ
ば
、
何
卒
御
引
受
け
、
入
學
教
育
の
み
な
ら
ず
、
健
康
の
事
、
品
行
の

事
、
一
切
お
差
し
圖
願
い
奉
り
候
。

雨
人
共
先
年
中
、
東
京
大
學
へ
暫
く
執
行
致
し
た
る
こ
と
あ
れ
ど
も
、
大
學
の
教
授
過
度
に
し
て
健
康
を
害
せ
ん
と
す
る
恐
あ
り
、
殊

に
十
三
、
四
歳
正
に
身
禮
発
達
の
時
節
に
、
畢
生
の
患
を
讓
成
す
は
以
て
の
外
と
存
じ
、
断
然
退
學
致
し
候
事
な
り
。
．
…
：
…

雨
人
の
内
、
兄
の
方
は
全
く
文
才
な
き
に
非
ざ
れ
ど
も
、
數
學
の
考
に
乏
し
き
が
故
に
、
農
學
に
從
事
せ
し
め
、
殊
に
其
實
際
を
學
ば

し
め
ん
と
欲
す
る
な
り
。
弟
の
方
は
何
科
に
て
も
一
科
學
を
學
ぱ
し
め
ん
と
欲
す
（
電
気
學
は
如
何
と
思
へ
ど
も
、
本
人
の
好
む
所
も
あ

ら
ん
な
れ
ば
、
之
を
彊
ゆ
る
に
非
ず
）
。

し
延
会
ワ

寺
島
公
使
竝
に
鮫
島
氏
が
ヲ
－
蟻
ハ
リ
ン
ス
ク
ー
ル
を
澤
び
た
る
は
、
第
一
、
同
虚
は
田
舎
に
て
風
俗
質
素
、
少
年
の
品
行
と
健
康
と
を

保
つ
に
宜
し
と
の
見
込
に
し
て
、
第
二
、
小
生
の
家
は
君
の
知
ら
る
坐
如
く
甚
だ
富
む
に
非
ず
、
私
費
を
以
て
二
人
を
一
時
に
外
國
へ
や

り
、
年
之
の
學
費
を
送
る
は
随
分
大
儀
に
つ
き
、
成
る
丈
け
費
を
少
な
く
せ
ん
と
す
る
の
見
込
な
ら
ん
。
此
二
ヶ
條
は
小
生
の
志
願
な
れ

ば
、
今
後
君
の
厚
意
に
任
せ
て
御
依
托
を
願
ふ
も
、
本
人
品
行
の
事
と
其
健
康
の
事
と
、
又
毎
年
費
用
の
事
は
、
格
別
に
御
注
意
を
奉
願

候ぱ
0 ，

雨
人
留
學
の
年
限
は
、
小
生
唯
今
の
考
に
て
は
四
年
或
は
五
年
を
期
す
。
か
ね
て
君
の
知
ら
る
典
如
く
、
日
本
少
年
の
身
鵲
は
之
を
米

人
に
比
し
て
薄
弱
な
る
が
如
し
。
故
に
學
問
の
速
成
を
求
め
て
健
康
を
失
は
ん
よ
り
、
寧
ろ
四
、
五
年
を
費
さ
ん
と
欲
す
る
な
り
。
過
般

■
、
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諭
吉
は
ア
メ
リ
カ
に
は
親
友
シ
モ
ン
ズ
が
居
り
な
が
ら
そ
れ
を
無
視
し
て
、
ひ
と
り
寺
島
・
鮫
島
両
氏
に
の
ゑ
頼
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
対

し
、
し
き
り
に
詑
び
て
、
今
後
は
二
人
の
息
子
の
健
康
、
教
育
の
管
理
を
シ
モ
ン
ズ
に
一
任
し
た
い
と
懇
願
し
て
い
る
が
、
親
の
子
を
思
う
心

情
が
み
ち
あ
ふ
れ
て
い
て
、
読
む
者
の
心
を
打
つ
。

一
太
郎
は
閑
静
な
田
舎
町
に
寄
寓
し
た
も
の
の
、
こ
の
学
校
に
農
学
も
理
工
学
の
専
門
科
も
な
か
っ
た
の
で
、
し
ば
ら
く
英
語
の
練
習
を
積

ん
で
か
ら
、
然
る
べ
き
学
校
に
移
る
こ
と
と
し
た
。

シ
モ
ン
ズ
の
指
導
で
あ
ろ
う
、
一
太
郎
は
明
治
十
七
年
一
月
、
シ
モ
ン
ズ
の
住
む
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ポ
ー
キ
プ
シ
ー
に
移
り
転
校
の
準
備
を

（
一
ハ
）

し
た
。
ポ
ー
キ
プ
シ
ー
は
当
時
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
汽
車
で
二
時
間
あ
ま
り
離
れ
た
小
さ
な
町
で
あ
っ
た
（
図
２
）
。

（
七
）

そ
の
頃
の
諭
吉
の
書
簡
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
（
明
治
十
七
年
一
月
十
六
日
付
、
一
太
郎
、
捨
次
郎
宛
）

「
…
・
・
・
…
一
太
郎
は
農
學
の
爲
ミ
シ
ガ
ン
へ
杯
ク
話
も
、
’
一
ウ
ト
ン
博
士
よ
り
注
意
致
し
呉
れ
候
よ
し
。
夫
は
其
方
の
都
合
次
第
な
れ

共
、
身
禮
健
康
の
事
に
つ
い
て
は
シ
モ
ン
ズ
氏
へ
呉
々
も
依
頼
し
、
又
今
回
同
氏
よ
り
懇
糞
來
害
も
あ
る
こ
と
な
れ
ば
、
兎
も
角
も
シ
モ

ン
ズ
氏
の
言
を
間
い
た
る
上
の
事
に
い
た
し
た
く
、
又
過
日
も
申
し
遣
わ
し
候
通
り
、
一
太
郎
の
農
學
と
申
は
、
數
學
不
得
手
よ
り
思
い

付
き
候
事
な
れ
ば
、
必
ず
し
も
穀
物
を
作
る
農
業
の
采
に
限
ら
ず
、
或
は
樹
木
菓
木
の
事
、
牧
畜
の
事
等
、
其
他
何
事
に
寄
ら
ず
、
餘
り

數
學
を
要
せ
ず
し
て
、
歸
國
の
後
、
一
家
の
生
計
を
立
る
に
便
な
る
も
の
あ
ら
ば
、
農
業
外
の
事
に
て
も
執
業
致
さ
れ
て
可
な
り
。
シ
モ

ン
ズ
氏
も
何
れ
日
本
へ
再
渡
の
事
な
ら
ん
（
此
義
に
付
て
も
拙
者
は
内
々
考
る
所
あ
り
）
。
内
外
人
雑
居
も
容
易
に
出
來
可
申
、
或
は
氏

も
雨
人
へ
遣
し
た
る
書
状
に
、
數
年
の
後
汝
等
が
歸
國
し
た
る
時
に
、
半
死
半
生
の
文
人
を
見
る
よ
り
も
、
筋
骨
暹
し
き
不
學
者
に
逢
は

ん
こ
と
、
汝
の
父
母
の
願
ふ
所
、
又
國
の
爲
に
所
る
所
な
り
。
と
申
し
つ
か
わ
し
た
り
、
小
生
の
志
願
御
洞
察
下
さ
れ
た
く
候
。
。
。
．
…
・
・
・

右
の
如
く
申
上
、
君
の
御
引
受
を
願
ふ
た
る
上
、
尚
今
回
子
供
の
方
へ
申
し
遣
わ
し
候
間
、
子
供
よ
り
御
文
通
申
し
上
げ
候
事
な
ら

ん
。
其
上
に
て
ヲ
－
、
ハ
リ
ン
を
去
る
の
手
續
等
は
宜
し
き
様
に
御
取
計
い
下
さ
れ
た
く
願
い
奉
り
候
。

福
澤
諭
吉
」
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ロアメリカ合衆国北東部
も
日
本
に
居
て
書
業
又
は
著
述
等
の
餘
暇
に
、
然
る
べ
き
地
面
を
求
め
て
、
一
太
郎
と
一
虚
に
農
業
牧
畜
杯
も
随
分
面
白
き
事
な
ら
ん
。

東
京
負
郭
の
地
面
は
債
甚
だ
廉
な
り
。
三
光
坂
七
千
五
百
坪
の
所
有
地
の
代
償
千
気
百
四
十
圓
な
り
。
此
邊
の
事
も
考
置
き
て
然
る
べ
き

事
な
り
。
拙
者
の
考
に
は
、
一
太
郎
は
農
業
を
以
て
立
身
の
本
と
爲
し
、
英
文
に
巧
を
得
て
學
校
の
教
師
杯
を
餘
業
に
し
た
ら
ば
、
或
は

前
途
の
得
策
な
ら
ん
嗽
と
存
じ
候
。
…
：
：
：
拙
著
の
民
情
一
新
を
差
し
送
り
候
間
、
餘
業
に
之
を
課
し
、
追
々
に
新
聞
紙
へ
も
投
書
の
後

は
、
シ
モ
ン
ズ
氏
へ
謀
り
、
之
を
米
國
に
出
版
し
て
は
如
何
と
存
候
。
是
れ
第
一
は
外
国
人
を
し
て
日
本
國
の
事
情
を
知
ら
し
め
、
第
二

は
日
本
學
士
の
思
想
を
示
し
、
又
第
三
に
は
日
本
人
が
書
を
著
は
す
に
日
本
國
の
看
客
の
み
を
當
に
せ
ず
し
て
外
國
人
の
所
評
に
訴
ふ
る

と
あ
れ
ば
、
不
文
な
る
日
本
人
も
次
第
に
學
問
を
重
ん
ず
る
の
心
を
生
ず
べ
き
や
に
存
ず
れ
ば
な
り
．
…
・
・
…
」
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図2桑原三二『福沢諭吉，留学した息子たちへの
手紙』より引用

一
す
れ
ば
な
り
。
…
：
…
」

こ
の
手
紙
を
読
む
と
、
シ
モ
ン
ズ
が
再
来
日
の

計
画
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
又
来
日
の
際
に

は
、
シ
モ
ン
ズ
が
医
業
、
又
は
著
述
の
余
暇
に
一

太
郎
と
一
緒
に
、
農
業
、
牧
畜
等
を
行
っ
た
ら
さ

ぞ
面
白
か
ろ
う
な
ど
と
、
一
太
郎
の
た
め
に
、
あ

れ
こ
れ
思
案
す
る
諭
吉
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

自
ら
の
著
書
『
民
情
一
新
」
を
一
太
郎
に
銃
訳
さ

せ
、
シ
モ
ン
ズ
を
介
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
出
版
し

て
は
ど
う
か
と
も
書
い
て
い
る
。
常
に
発
想
が
浮

か
ん
で
止
ま
な
い
諭
吉
の
姿
が
髻
詣
と
し
て
浮
か

ん
で
く
る
。

福
沢
は
学
業
よ
り
も
、
先
づ
健
康
を
大
切
に
し
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た
。
二
児
へ
の
憂
い
は
彼
地
で
健
康
を
害
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
数
年
の
後
、
汝
等
が
歸
國
し
た
る
時
に
は
、
半
死
半
生
の
文
人
を
見
る
よ
り
も
、
筋
骨
暹
し
き
不
学
者
に
逢
は
ん
こ
と
、
汝
の
父
母
の
願

ふ
所
、
又
國
家
の
為
に
祈
る
所
な
り
」
と
も
記
し
た
諭
吉
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
シ
モ
ン
ズ
が
医
師
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
諭
吉
に
と
つ

う

（
八
）

て
、
こ
の
上
な
い
頼
り
甲
斐
の
あ
る
、
た
の
も
し
い
存
在
と
し
て
映
つ
っ
た
に
違
い
な
い
。
二
月
二
十
二
日
の
一
太
郎
宛
の
書
簡
に
は
、
「
学

藝
よ
り
も
大
切
な
る
は
身
体
な
り
、
呉
々
も
大
切
に
致
さ
る
べ
く
、
過
日
は
シ
モ
ン
ズ
氏
、
身
体
を
検
査
し
て
健
康
と
認
め
た
る
よ
し
、
実
に

（
九
）

五
月
十
二
日
の
一
太
郎
宛
の
書
簡
に
は
「
．
：
：
：
・
・
過
般
來
飲
食
不
消
化
の
象
な
ら
ず
、
少
々
熱
を
発
し
候
よ
し
、
誠
に
心
配
に
堪
え
ず
、
最

早
全
快
と
は
あ
れ
ど
も
、
渡
米
後
さ
し
た
る
故
障
も
な
か
り
し
に
、
さ
き
に
は
咽
喉
の
痛
と
云
ひ
、
又
今
回
は
不
（
消
）
化
発
熱
云
々
、
一
時

の
事
な
れ
ば
よ
ろ
し
き
こ
と
と
候
え
ど
も
、
或
は
全
禮
の
健
康
に
何
か
申
分
の
出
來
候
讓
に
は
あ
ら
ず
や
。
何
卒
シ
モ
ン
ズ
氏
え
鑑
定
診
断
を

頼
み
た
き
事
に
存
じ
候
：
．
．
…
・
・
」
と
あ
る
。

悦
し
き
事
に
存
じ
候
」
と
あ
る
。

さ
て
、
前
述
の
よ
う
に
一
太
郎
が
シ
モ
ン
ズ
と
相
談
の
上
、
オ
ー
今
ハ
リ
ン
を
去
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
ポ
ー
キ
。
フ
シ
ー
に
移
り
転
校
の
準

備
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
は
、
明
治
十
七
年
一
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
更
に
一
太
郎
は
シ
モ
ン
ズ
の
意
見
に
従
い
、
転
校
す
る
学
校
は
コ
ー

（
一
○
）

ネ
ル
大
学
、
捨
次
郎
は
ツ
ロ
イ
か
マ
サ
チ
ュ
ウ
セ
ッ
ツ
大
学
に
決
定
し
た
。
明
治
十
七
年
四
月
二
十
四
日
付
の
一
太
郎
宛
の
書
簡
に
は

「
・
…
…
・
・
コ
ル
ネ
ル
入
校
の
義
、
シ
モ
ン
ズ
氏
は
正
則
課
に
就
く
べ
し
と
の
説
に
て
、
其
豫
備
に
忙
は
し
く
な
か
ん
づ
く
數
學
は
少
を

困
る
よ
し
。
．
：
…
…
さ
て
他
人
の
子
を
世
話
い
た
す
と
な
れ
ば
、
一
歩
に
て
も
上
流
に
置
く
様
に
と
心
配
い
た
し
呉
る
上
も
亦
人
情
な

り
。
既
に
今
回
も
同
氏
よ
り
來
状
、
一
太
郎
は
い
わ
ゆ
る
數
學
家
に
は
非
ざ
れ
ど
も
、
こ
れ
を
平
均
す
れ
は
決
し
て
拙
な
る
者
に
あ
ら

ず
、
ひ
と
夏
休
暇
中
に
も
少
し
く
用
意
す
れ
ば
、
大
學
校
の
正
則
課
に
入
る
事
甚
だ
易
し
云
灸
の
趣
申
し
ま
い
り
候
事
に
候
・
シ
モ
ン
ズ

氏
の
説
亦
甚
理
あ
り
と
雄
ど
も
、
其
豫
備
の
課
業
な
る
者
が
随
分
六
ヶ
敷
し
て
、
残
に
數
學
杯
に
就
き
非
常
の
精
神
を
費
し
、
為
に
病
を
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と
あ
る
。

シ
モ
ン
ズ
は
一
太
郎
を
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
正
則
課
に
入
学
さ
せ
る
の
が
願
い
で
あ
っ
た
。
諭
吉
は
必
ず
し
も
そ
れ
に
固
執
し
な
か
っ
た
が
、

シ
モ
ン
ズ
は
勉
強
す
れ
ば
入
学
可
能
と
し
プ
ラ
イ
ヴ
ェ
ー
ト
チ
ー
チ
ャ
ル
を
頼
ん
で
勉
強
さ
せ
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
と
諭
吉
に
手
紙
を
書
い

て
相
談
し
て
い
る
。
。
プ
ラ
イ
ヴ
ェ
ー
ト
チ
ー
チ
ャ
ル
と
は
、
ど
う
も
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
ら
し
い
の
で
あ
る
が
、
判
然
と
し
な
い
。
諭
吉
は
そ
の
願

い
を
う
け
入
れ
、
家
庭
教
師
を
つ
け
て
一
太
郎
に
勉
強
さ
せ
た
。

一
所
懸
命
勉
強
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
一
太
郎
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
イ
サ
ヵ
（
冑
胃
凹
）
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
の
入
学
試
験

に
見
事
に
合
格
し
て
同
大
学
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
シ
モ
ン
ズ
の
苦
労
が
実
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
報
に
接
し
た
諭
吉
の
喜
び
は
い
か

（
一
一
）

ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
十
一
月
三
日
の
シ
モ
ン
ズ
宛
の
諭
吉
の
書
簡
は
そ
の
喜
び
を
、
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

千
八
百
八
十
四
年
十
一
月
三
日
東
京
。

ば
か
り
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
十
一
月
一
言

千
八
百
八
十
四
年
十
一
月
三
日
東
一

ド
ク
ト
ル
シ
モ
ン
ズ
貴
下
に
呈
す
。

起
す
が
如
き
あ
り
て
は
以
の
外
の
次
第
な
れ
ば
断
念
い
た
し
度
、
右
両
様
の
利
害
は
何
分
に
も
こ
な
た
よ
り
差
圖
す
る
を
得
ず
。
兎
も
角

も
目
下
入
校
の
豫
備
は
何
れ
に
し
て
も
、
學
問
上
に
於
て
損
毛
に
は
成
ら
ぬ
其
上
に
、
自
か
ら
英
語
英
文
の
稽
古
に
も
な
る
こ
と
な
れ
ば

之
を
勤
め
て
、
當
秋
に
至
り
い
よ
い
よ
以
て
、
正
則
に
入
る
と
も
又
は
實
地
に
就
く
と
も
、
其
時
の
事
に
致
し
、
入
る
べ
き
時
は
入
り
、

入
る
べ
か
ら
ざ
る
と
き
は
實
地
に
就
か
ん
の
み
。
拙
者
に
於
て
は
程
ひ
て
か
よ
う
に
致
せ
と
命
ず
る
積
り
は
こ
れ
無
く
候
。
」

九
月
二
十
八
日
の
貴
翰
拝
見
致
し
候
。
一
太
郎
入
校
の
試
験
あ
い
す
み
候
に
つ
き
、
わ
ざ
わ
ざ
コ
ル
ネ
ル
大
學
へ
御
出
張
下
さ
れ
候

由
、
御
深
切
の
段
深
く
御
禮
申
上
候
。
さ
て
同
人
義
も
入
校
試
験
登
第
し
た
る
由
、
是
も
か
ね
て
御
添
心
を
煩
は
し
た
る
結
果
、
小
生
に

於
て
満
足
の
象
な
ら
ず
、
貴
下
に
向
て
多
謝
す
る
所
な
り
。

同
人
の
住
虎
は
博
士
の
宅
に
て
、
博
士
竝
に
細
君
も
一
方
な
ら
ず
、
深
切
に
致
し
て
く
れ
候
よ
し
、
誠
に
安
心
致
し
悦
び
申
候
。

學
校
付
の
書
士
へ
も
御
話
し
く
だ
さ
れ
、
一
太
郎
へ
は
特
別
に
運
動
致
さ
せ
候
様
御
約
束
く
だ
さ
れ
候
由
、
残
る
虎
な
く
御
心
つ
き
下
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こ
こ
で
し
ば
ら
く
目
を
転
じ
て
、
浜
口
梧
稜
と
シ
モ
ン
ズ
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
ゑ
た
い
（
図
３
）
。

人
名
辞
典
に
よ
れ
ば
、
「
浜
口
梧
稜
は
紀
伊
有
田
郡
廣
村
の
人
、
名
は
成
則
字
は
公
與
、
通
称
は
儀
兵
衛
、
梧
稜
は
そ
の
号
で
あ
る
。

ご
ん
さ
い

文
政
三
年
六
月
十
日
の
生
れ
。
天
保
二
年
、
十
二
歳
の
と
き
に
銚
子
に
赴
き
、
家
業
の
醤
油
醸
造
を
見
習
い
、
そ
の
間
、
蘭
医
三
宅
艮
斎
の

銚
子
に
来
る
を
幸
い
、
艮
斎
に
師
事
す
。
ま
た
佐
久
間
象
山
、
勝
海
舟
と
交
わ
り
、
廣
村
崇
義
団
を
興
し
て
海
防
に
注
意
し
た
。
嘉
永
五
年
帰

郷
し
て
青
年
子
弟
の
養
成
に
当
っ
た
が
、
安
政
元
年
海
輔
襲
来
し
て
被
害
す
こ
ぶ
る
多
か
っ
た
た
め
、
全
力
を
あ
げ
て
救
済
に
当
り
、
且
つ
大

一
太
郎
の
コ
ー
ネ
ル
大
学
入
学
合
格
の
報
に
接
し
て
、
諭
吉
は
「
小
生
の
二
子
は
ア
メ
リ
カ
に
於
て
、
一
父
を
得
た
る
に
異
な
ら
ず
」
と
記
し

て
、
シ
モ
ン
ズ
に
最
大
級
の
感
謝
の
意
を
表
し
て
い
る
。
余
程
嬉
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
一
方
で
は
合
格
し
た
も
の
の
、
一
太
郎
は

う
ま
く
や
っ
て
ゆ
け
る
だ
ろ
う
か
、
健
康
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
と
、
千
々
に
心
を
砕
く
父
親
で
も
あ
っ
た
。
一
読
し
て
日
本
近
世
史
上
の
偉
人

も
ま
た
人
の
親
で
あ
っ
た
か
と
、
賢
く
し
て
痴
な
る
人
間
像
に
限
り
な
い
親
し
ゑ
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
諭
吉
を
知
る
材
料
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
何
れ
の
書
簡
も
名
文
で
、
一
つ
の
文
学
と
し
て
も

特
殊
の
地
位
を
要
求
し
得
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

さ
れ
、
小
生
の
二
子
は
米
國
に
於
て
一
父
を
得
た
る
に
異
な
ら
ず
、
小
生
竝
に
愚
妻
よ
り
も
厚
く
御
禮
申
上
候
。
．
：
…
…

一
太
郎
が
大
學
の
正
課
に
入
る
と
は
、
小
生
が
素
よ
り
期
す
る
所
に
非
ざ
り
し
。
又
こ
れ
に
入
り
病
気
も
な
く
し
て
卒
業
す
る
こ
と

〔
を
〕
得
ば
、
是
亦
望
の
外
の
事
に
し
て
、
小
生
と
く
に
愚
妻
の
悦
は
之
に
過
る
も
の
あ
る
可
ら
ず
。
何
卒
四
年
の
後
に
御
禮
を
申
す
の

日
あ
ら
ん
こ
と
を
、
今
よ
り
期
し
て
楽
み
居
り
候
。

近
日
ポ
ー
ス
ト
ン
え
も
御
出
、
捨
次
郎
を
御
尋
問
下
さ
る
べ
き
由
、
貴
下
の
大
切
な
る
時
を
費
し
候
段
認
恐
縮
に
堪
え
ず
、
幾
重
に
も

三
浜
口
梧
稜
と
シ
モ
ン
ズ

御
禮
申
上
候
。
…
・
…
・
・
頓
首
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防
波
堤
を
築
造
し
、
資
を
出
し
て
江
戸
の
種
痘
所
を
再
興
せ
し
め
た
。

明
治
元
年
正
月
藩
の
要
路
に
あ
っ
た
津
田
出
の
推
學
に
よ
り
勘
定
奉
行
に
任
じ
、
翌
二
年
更
に
参
政
、
和
歌
山
藩
權
少
参
事
、
同
四
年
、
同

權
大
参
事
と
し
て
藩
政
改
革
に
任
じ
、
且
つ
家
事
を
嗣
子
に
讓
っ
て
、
梧
稜
を
通
称
と
し
た
。

越
え
て
七
月
、
駅
逓
正
、
駅
逓
頭
と
し
て
朝
官
に
任
じ
、
次
い
で
和
歌
山
県
大
参
事
と
な
っ
た
が
、
五
年
二
月
辞
し
て
野
に
下
り
、
十
三
年

和
歌
山
県
会
成
る
や
最
初
の
議
長
に
推
さ
れ
、
ま
た
木
國
同
友
会
を
組
織
し
自
ら
そ
の
会
長
と
し
て
政
治
思
想
の
澗
養
に
努
め
、
十
七
年
五

月
、
海
外
視
察
の
た
め
渡
米
し
た
が
、
翌
十
八
年
四
月
二
十
一
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
客
死
し
た
。
」
と
あ
る
。

こ
の
梧
稜
が
渡
米
し
た
際
、
シ
モ
ン
ズ
と
交
遊
を
も
つ
の
で
あ
る
が
、
梧
稜
に
つ
い
て
医
学
史
上
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
事
蹟
が
あ
る
。

（
一
一
一
）

そ
の
一
つ
は
神
田
お
玉
池
種
痘
館
の
再
興
に
努
力
し
た
こ
と
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
関
寛
斉
を
援
助
し
た
こ
と
で
あ
る
。

安
政
五
年
春
、
蘭
方
医
伊
東
玄
朴
ら
の
努
力
に
よ
っ
て
神
田
お
玉
池
に
種
痘
館
が
作
ら
れ
た
が
、
同
館
は
創
立
後
、
一
年
を
経
ず
し
て
同
年

冬
、
神
田
の
大
火
に
際
し
全
焼
し
て
し
ま
っ
た
。
玄
朴
ら
の
落
贈
一
方
な
ら
ず
、
直
ち
に
之
を
再
興
し
よ
う
と
し
た
が
、
蘭
方
医
の
な
か
に
は

余
力
を
有
す
る
も
の
甚
だ
少
く
、
社
会
も
こ
れ
ら
新
事
業
に
対
す
る
理
解
も
少
く
、
再
興
は
当
分
覚
束
な
き
状
態
で
あ
っ
た
。

三
宅
艮
斎
と
親
し
い
間
柄
に
あ
っ
た
梧
稜
は
、
江
戸
に
あ
り
て
、
く
わ
し
く
そ
の
事
情
を
聞
き
、
自
ら
進
ん
で
三
百
円
を
寄
附
し
て
再
興
の

援
助
と
し
た
。
こ
の
美
學
を
み
て
他
に
も
寄
附
す
る
者
も
出
て
来
て
、
万
延
元
年
ょ

溌
蕊
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連
れ
て
い
っ
た
。

た
。
そ
の
二
は
青
年
医
師
関
寛
斉
が
長
崎
に
留
学
し
、
ボ
ン
・
へ
に
つ
い
て
医
学
を
学
ば
ん
と
し
た
際
梧
稜
は
寛
斉
を
援
助
し
、
長
崎
在
中
の
一

切
の
費
用
は
勿
論
家
族
の
生
計
に
至
る
ま
で
一
切
の
面
倒
を
見
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
寛
斉
は
西
洋
医
学
の
新
知
識
を
得
て
、
明
治
期
に
大
き
く
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
こ
こ

こ
の
壯
學
を
梧
稜
は
、
平
生
最
も
尊
敬
し
て
や
ま
な
い
福
沢
諭
吉
に
そ
の
計
画
を
打
ち
明
け
、
賛
成
を
得
て
種
為
の
援
助
を
受
け
て
い
た
。

（
一
二
一
）

明
治
十
七
年
五
月
二
十
七
日
日
付
の
村
井
保
固
宛
の
諭
吉
の
書
翰
に
、

「
…
…
…
浜
口
翁
は
米
國
に
て
暑
を
過
ご
し
、
箱
秋
涼
を
待
て
渡
英
、
之
を
根
本
と
し
て
諸
国
を
巡
視
、
當
冬
は
伊
太
里
に
居
て
、
・
夫

よ
り
印
度
海
歸
朝
、
大
凡
壹
年
間
の
漫
遊
、
或
は
遊
び
ど
こ
ろ
が
好
け
れ
ば
今
少
し
く
延
び
て
も
苦
し
か
ら
ず
、
又
或
は
面
白
く
な
け
れ

ば
早
く
歸
る
と
申
、
自
由
自
在
な
り
。
依
て
案
ず
る
に
、
米
國
滞
留
中
は
彼
の
ド
ク
ト
ル
シ
モ
ン
ズ
氏
杯
、
日
本
の
事
情
を
知
ら
ん
と
す

る
の
要
あ
れ
ば
、
或
は
氏
を
東
道
の
主
人
と
し
て
米
國
の
事
情
視
察
杯
、
好
方
便
か
と
も
存
候
…
。
：
…
」

と
あ
る
。
諭
吉
は
梧
稜
の
漫
遊
に
つ
い
て
シ
モ
ン
ズ
に
知
ら
せ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

明
治
十
七
年
五
月
三
十
日
梧
稜
は
シ
チ
ー
・
オ
ブ
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
号
に
て
横
浜
を
出
帆
し
た
。
通
弁
に
は
慶
応
義
塾
出
身
の
高
島
小
金
治
を

あ
と
つ
ぎ

さ
て
家
業
を
後
嗣
に
讓
り
一
切
（

た
。
と
き
に
六
十
五
歳
で
あ
っ
た
。

こ
の
壯
學
を
梧
稜
は
、
平
生
最
訓

で
は
触
れ
な
い
。

お
く

さ
か
ん

こ
の
と
き
勝
海
舟
は
秘
蔵
の
雑
賀
孫
一
の
用
い
た
槍
の
穂
先
を
贈
り
、
そ
の
行
を
壯
な
ら
し
め
た
と
い
う
。
梧
稜
は
十
月
初
旬
、
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
に
着
き
、
十
月
二
十
二
日
同
所
を
出
発
し
、
三
十
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
到
着
し
た
。

（
一
四
）

十
一
月
十
四
日
日
付
の
梧
稜
の
書
翰
（
諭
吉
あ
て
の
も
の
と
思
わ
れ
る
）
に
よ
れ
ば
、

「
・
…
・
…
・
彼
の
ド
ク
ト
ル
・
シ
モ
ン
ズ
氏
は
、
紐
育
到
着
の
日
尋
ね
來
り
、
其
日
ポ
ー
キ
プ
シ
ー
の
宅
へ
歸
り
昨
夜
當
地
へ
一
泊
せ
り

一
切
の
公
職
よ
り
退
い
て
閑
暇
を
得
た
梧
稜
は
、
か
ね
て
よ
り
念
願
の
海
外
視
察
の
旅
を
断
行
し
よ
う
と
決
意
し
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と
あ
る
。
こ
の
言
払

知
る
仲
と
な
っ
た
。

年
末
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
滞
在
し
、
い
よ
い
よ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
に
出
よ
う
と
し
て
、
ひ
た
す
ら
、
そ
の
準
備
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
梧
稜

で
あ
っ
た
が
、
た
ま
た
ま
不
調
を
訴
え
病
を
感
知
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
病
は
年
新
た
ま
っ
て
も
癒
え
ず
、
ま
す
ま
す
進
行
す
る
ば
か
り
で

あ
っ
た
。
当
時
梧
稜
と
行
を
共
に
し
た
金
子
彌
平
は
「
濱
口
梧
稜
さ
ん
が
病
気
に
な
ら
れ
た
の
は
、
紐
育
へ
着
い
て
か
ら
間
も
な
い
頃
だ
っ
た

と
覺
え
て
居
ま
す
。
何
で
も
始
め
の
中
は
身
禮
の
具
合
が
悪
く
て
食
事
が
進
ま
な
い
と
云
ふ
の
で
、
前
に
横
濱
に
來
て
居
た
シ
ー
モ
ン
と
云
う

豐
者
の
診
察
を
受
け
、
始
終
オ
ー
ド
ミ
ー
ル
な
ど
を
喰
べ
て
ゐ
ま
し
た
。
濱
口
さ
ん
自
身
も
そ
れ
が
不
治
の
病
で
あ
る
な
ど
と
は
夢
に
も
思
は

（
一
五
）

ず
、
何
時
も
元
気
よ
く
話
し
て
ゐ
ま
し
た
…
．
．
…
・
」
と
話
し
て
い
る
。

こ
の
談
話
の
よ
う
に
、
シ
モ
ン
ズ
は
梧
稜
の
病
気
の
診
療
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
続
け
て
弥
平
は
云
う
。

「
其
の
翌
年
に
な
っ
て
、
濱
口
さ
ん
の
病
気
は
だ
ん
ｌ
、
重
く
な
っ
て
來
た
模
様
で
し
た
が
、
元
気
は
少
し
も
衰
へ
ず
、
御
自
分
は
何

で
も
な
い
事
の
様
に
樂
観
し
て
ゐ
ら
れ
ま
し
た
。
然
し
病
気
は
少
し
も
好
い
方
へ
向
は
な
い
の
で
、
筈
者
の
シ
ー
モ
ン
始
め
、
其
の
他
の

人
々
も
切
に
歸
朝
を
勤
め
た
の
で
す
が
、
濱
口
さ
ん
は
そ
れ
に
は
一
寸
も
耳
を
籍
さ
な
い
で
、
何
う
せ
死
ぬ
な
ら
此
虎
で
死
ん
で
も
、
日

（
一
一
ハ
）

本
へ
歸
っ
て
死
ん
で
も
同
じ
事
だ
。
寧
ろ
欧
羅
巴
へ
行
っ
て
死
ん
だ
方
が
好
い
な
ど
と
云
っ
て
居
ら
れ
ま
し
た
。
．
…
・
・
・
と

と
こ
ろ
が
四
月
の
初
旬
に
な
る
と
、
腹
部
に
ガ
ス
が
た
ま
っ
て
苦
し
く
、
ひ
ど
い
衰
弱
も
加
わ
り
、
起
居
も
思
う
よ
う
で
な
く
、
梧
稜
も
死

を
覚
悟
し
た
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
四
月
二
十
一
日
、
終
に
梧
稜
は
鬼
籍
の
人
と
な
っ
た
。
死
因
は
腸
癌
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

（
一
七
）

明
治
十
八
年
六
月
四
日
付
の
一
太
郎
宛
の
諭
吉
の
書
翰
に
は
、

「
．
：
：
：
・
・
ド
ク
ト
ル
・
シ
モ
ン
ズ
氏
は
貴
様
方
へ
対
し
特
に
深
切
に
世
話
致
し
呉
れ
候
よ
し
。
同
氏
も
追
ノ
、
年
老
し
て
、
時
と
し
て

と
て
午
前
再
び
尋
ね
來
ら
れ
ゃ
又
ポ
ー
キ
。
フ
シ
ー
ヘ
歸
り
候
。
蕾
宅
を
片
付
け
四
五
日
内
に
當
地
へ
移
住
す
べ
し
と
の
話
に
御
座
候
。
あ

い
変
ら
ず
強
康
談
話
愉
快
に
候
・
…
・
・
…
」
。

る
。
こ
の
書
翰
に
よ
れ
ば
、
シ
モ
ン
ズ
は
早
速
梧
稜
を
尋
ね
た
の
で
あ
る
。
談
論
風
発
、
諭
吉
の
想
像
通
り
東
西
の
快
男
子
は
共
に
あ
い

〆F房、

（、ﾉノ
冗句庁
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壯
年
輩
と
説
を
同
ふ
せ
ざ
る
事
も
こ
れ
有
る
べ
く
候
え
ど
も
、
兎
角
柔
順
に
し
て
な
る
べ
く
逆
は
ざ
る
様
致
さ
れ
た
く
存
じ
候
。
シ
モ
ン

ズ
氏
が
浜
口
翁
病
気
に
付
て
も
色
々
添
心
致
し
く
れ
、
治
療
の
こ
と
は
姑
く
閣
き
、
経
済
上
に
も
多
少
の
便
利
な
り
し
は
、
実
に
謝
す
る

に
餘
あ
り
。
浜
口
の
家
族
も
甚
だ
感
侃
致
し
居
り
候
。
序
の
節
宜
敷
伝
言
致
さ
れ
た
く
候
…
．
：
…
」

と
あ
る
。
こ
の
文
面
よ
り
し
て
梧
稜
の
病
気
の
診
療
は
勿
論
、
経
済
上
の
力
に
も
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
い
知
ら
れ
る
。
「
実
に
謝
す
る

に
余
あ
り
」
と
い
う
言
葉
に
諭
吉
は
じ
め
家
族
の
感
謝
の
様
子
が
目
に
見
え
る
よ
う
で
あ
る
。

シ
モ
ン
ズ
は
義
に
厚
く
情
に
も
ろ
い
ゼ
ン
ト
ル
マ
ン
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
諭
吉
は
シ
モ
ン
ズ
を
大
変
愛
し
て
い
た
が
、
こ
の
美
學
な
ど
は

諭
吉
が
シ
モ
ン
ズ
を
非
常
に
愛
し
て
止
ま
な
か
っ
た
人
柄
の
一
端
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

梧
稜
の
入
院
し
た
病
院
は
セ
ン
ト
・
ヴ
ン
セ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
と
推
察
さ
れ
る
が
、
さ
て
後
に
残
っ
た
者
達
は
遺
骸
を
「
こ
の
ま
ま
横
浜
に

送
る
方
法
は
な
い
も
の
か
」
と
医
師
に
相
談
し
た
。
恐
ら
く
シ
モ
ン
ズ
も
関
わ
っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
結
果
、
防
腐
剤
を
ほ
ど
こ

し
、
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
を
着
せ
て
寝
棺
に
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。

遺
骸
は
高
島
が
護
衛
し
て
横
浜
に
着
い
た
。

待
ち
わ
び
た
家
族
、
知
友
ら
が
こ
れ
を
迎
え
て
見
る
に
、
周
倒
な
る
医
師
の
注
意
を
以
て
、
十
分
な
る
防
腐
剤
を
施
し
て
あ
っ
た
が
た
め
、

フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
を
着
て
仰
臥
せ
る
遺
骸
は
、
数
千
里
の
異
郷
に
て
逝
け
る
人
の
姿
と
は
、
と
て
も
見
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
遺

骸
は
諭
吉
、
海
舟
ら
多
く
の
人
左
の
驚
傍
と
悲
嘆
の
な
か
を
紀
州
に
送
ら
れ
、
郷
里
の
廣
村
に
葬
ら
れ
た
。

あ
ん
ど

さ
て
一
太
郎
は
コ
ー
ネ
ル
大
学
に
就
学
し
、
学
業
に
専
念
し
た
。
諭
吉
も
安
堵
し
た
。
安
堵
し
た
諭
吉
は
内
心
ひ
そ
か
に
一
太
郎
が
コ
ー
、
不

ル
大
学
の
農
学
科
を
卒
業
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
。

し
か
し
、
一
太
郎
は
二
年
に
進
む
と
農
業
実
習
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
麦
刈
り
、
開
墾
、
種
蒔
き
、
搾
乳
、
羊
毛
の
刈
り
取
り
な

四
シ
モ
ン
ズ
の
来
日
と
ヨ
ン
ハ
ン
ス
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二
八
）

明
治
十
九
年
十
二
月
二
十
三
日
付
の
事
時
新
報
は
、
本
月
一
日
シ
モ
ン
ズ
は
桑
港
を
オ
セ
ャ
’
一
ツ
ク
号
に
て
母
堂
を
伴
い
出
発
、
十
二
月
二

十
日
横
浜
港
着
、
福
沢
諭
吉
は
じ
め
、
医
友
松
山
・
隈
川
・
伊
東
ら
四
十
五
名
の
者
待
ち
迎
え
、
シ
モ
ン
ズ
到
着
と
と
も
に
、
郵
船
会
社
支
店

の
楼
上
に
於
て
、
シ
ャ
ン
・
ハ
ン
の
杯
を
あ
げ
、
ド
ク
ト
ル
の
無
事
到
着
を
祝
し
合
っ
た
と
報
じ
て
い
る
。

（
一
九
）

さ
て
、
後
事
を
托
さ
れ
た
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
と
は
、
如
何
な
る
人
物
で
あ
る
の
か
、
少
し
く
述
べ
た
い
。

こ
こ
に
登
場
す
る
ド
ク
ト
ル
・
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
と
は
け
国
．
旨
掲
冒
口
吻
の
こ
と
で
、
司
馬
遼
太
郎
の
大
河
小
説
『
胡
蝶
の
夢
』
の
な
か
で
、

明
治
三
年
ご
ろ
主
人
公
伊
之
助
に
ド
イ
ツ
語
の
会
話
と
読
解
を
教
え
た
人
物
と
し
て
出
て
く
る
の
が
そ
の
人
で
あ
る
。

た
し
か
に
明
治
の
は
じ
め
、
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
は
築
地
に
居
留
し
医
師
を
業
と
し
て
い
た
。
こ
の
頃
旧
佐
賀
藩
主
鍋
島
直
正
（
閑
翌
）
の
診
療

に
あ
た
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
東
京
に
い
た
直
正
公
は
屡
々
胃
腸
疾
患
に
苦
し
拳
、
嘔
吐
や
下
痢
に
悩
ん
で
い
た
。
多
く
の
名
医
の
診
療
を
受
け

た
が
、
病
は
い
っ
こ
う
に
、
は
か
ば
か
し
く
な
い
。
そ
こ
で
巷
間
、
築
地
の
名
医
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
に
診
て
貰
う
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
の
手
当
も
空
し
く
、
直
正
公
は
衰
弱
す
る
ば
か
り
で
、
終
に
鬼
籍
に
入
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
明
治
四
年
一
月
十
八
日
の
こ
と
で
あ
る
。

ど
、
内
外
労
働
を
強
要
さ
れ
、
そ
れ
で
も
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
二
年
の
実
修
に
は
堪
え
た
が
、
一
旦
農
業
の
現
実
に
幻
滅
し
て
か
ら
は
、
ど
う

む
か

し
て
も
農
科
に
興
味
が
持
て
ず
、
一
時
は
文
学
に
向
い
そ
う
な
気
配
を
示
し
た
。
諭
吉
は
こ
れ
を
懇
々
と
さ
と
し
、
一
太
郎
も
こ
れ
に
従
い
コ

ー
ネ
ル
大
学
の
正
則
課
程
を
断
念
し
、
ス
・
ヘ
シ
ャ
ル
コ
ー
ス
を
修
業
す
る
こ
と
に
決
心
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
も
束
の
間
で
、
一
太
郎
は
ポ

ー
キ
プ
シ
ー
に
戻
り
、
イ
ー
ス
ト
マ
ン
・
カ
レ
ッ
ヂ
（
商
業
学
校
）
に
転
校
し
て
し
ま
っ
た
。
明
治
十
八
年
十
月
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
間
、

す
べ
て
シ
モ
ン
ズ
と
相
談
の
上
の
行
動
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

し
か
し
一
太
郎
は
こ
れ
も
長
続
き
は
し
な
か
っ
た
。
明
治
十
五
年
七
月
一
太
郎
は
イ
ー
ス
ト
マ
ン
・
カ
レ
ッ
ヂ
を
退
き
、
文
学
に
専
念
す
る

こ
と
に
決
意
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
と
き
、
シ
モ
ン
ズ
は
、
一
太
郎
の
面
倒
な
ど
後
事
を
ド
ク
ト
ル
・
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
に
托
し
て
、
日

こ
と
に
決
意
す
る
に
至
っ
た
。
一

本
に
向
っ
て
出
発
し
て
し
ま
う
。
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医
療
と
医
学
教
育
に
専
念
す
る
こ
と
三
年
、
任
期
満
ち
た
三
ン
グ
ハ
ン
ス
は
再
び
横
浜
に
戻
っ
た
。

そ
の
後
、
ど
の
よ
う
な
経
歴
を
た
ど
っ
た
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
れ
か
ら
数
年
、
い
つ
日
本
を
離
れ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
明

治
十
六
年
頃
、
シ
モ
ン
ズ
の
住
む
ポ
ー
キ
プ
シ
ー
に
居
を
構
え
て
、
シ
モ
ン
ズ
と
親
交
を
結
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

シ
モ
ン
ズ
は
来
日
に
際
し
、
こ
の
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
に
後
事
を
托
し
た
の
で
あ
る
。
余
談
で
は
あ
る
が
、
諭
吉
の
養
子
と
な
っ
た
福
沢
桃
介
も
、

留
学
に
際
し
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
の
世
話
を
受
け
て
い
る
。

桃
介
は
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
宅
に
寄
寓
し
て
明
治
二
十
年
四
月
よ
り
イ
ー
ス
ト
マ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ
に
通
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、

さ
て
、
後
見
者
と
な
っ
た
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
は
シ
モ
ン
ズ
に
ひ
き
か
え
、
一
太
郎
と
捨
次
郎
に
は
評
判
は
あ
ま
り
よ
く
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

（
二
○
）

「
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
氏
の
鶇
束
は
不
本
意
な
り
」
（
明
治
二
十
年
七
月
十
八
日
、
一
太
郎
宛
書
簡
）
「
随
分
六
ヶ
敷
事
を
申
す
」
（
二
十
年
七
月
二
十

（
一
一
一
）

九
日
一
太
郎
宛
）
な
ど
と
諭
吉
に
訴
え
た
よ
う
で
あ
る
。
と
り
わ
け
一
太
郎
は
あ
れ
こ
れ
不
平
を
な
ら
べ
て
訴
え
て
き
た
。

シ
モ
ン
ズ
が
明
治
十
九
年
の
暮
れ
、
ポ
ー
キ
プ
シ
ー
を
離
れ
日
本
に
旅
立
っ
て
か
ら
は
、
諭
吉
は
一
段
と
一
太
郎
の
こ
と
が
気
が
か
り
の
種

や
が
て
明
治
六
年
十
一

講
義
に
も
力
を
尽
し
た
。

こ
こ
で
非
凡
な
腕
ど
こ
ろ
を
ゑ
せ
、
そ
の
医
術
の
斬
新
さ
は
広
く
近
隣
に
ひ
び
き
わ
た
り
、
病
院
の
声
価
を
大
い
に
高
め
た
。
左
脚
の
火
傷

患
者
に
植
皮
術
を
施
し
た
り
、
屍
体
解
剖
を
行
い
、
病
院
の
医
局
員
や
県
下
の
開
業
医
に
公
開
し
た
。

や
が
て
明
治
六
年
十
一
月
病
院
内
に
医
学
講
習
場
（
名
古
屋
大
学
医
学
部
の
前
身
）
が
併
設
さ
れ
る
と
、
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
は
こ
こ
で
医
学
の

た中
Q，

任
し
た
。

直
正
公
と
の
こ
の
つ
な
が
り
が
縁
と
な
っ
て
、
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
は
伊
万
里
県
（
今
の
佐
賀
県
）
の
県
立
好
生
館
病
院
の
医
学
教
師
と
し
て
赴

一
年
あ
ま
り
西
洋
の
新
医
術
の
普
及
に
尽
力
、
任
期
満
つ
る
頃
契
約
の
更
新
を
請
わ
れ
た
が
、
辞
し
て
横
浜
に
旅
立
っ
た
。
横
浜
に
居
留

間
も
な
く
愛
知
県
よ
り
招
聰
が
あ
り
、
明
治
六
年
五
月
よ
り
お
雇
い
外
人
教
師
と
し
て
、
名
古
屋
門
前
町
に
新
設
さ
れ
た
病
院
に
勤
務
し

380（60）



と
な
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
一
太
郎
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
書
簡
に
対
し
、
き
び
し
い
真
情
に
溢
れ
た
手
紙
を
書
き
送
っ
て
い
る
。

（
一
一
一
一
）

既
に
シ
モ
ン
ズ
は
東
京
に
在
っ
て
築
地
二
十
三
番
に
引
移
っ
た
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
明
治
二
十
年
二
月
九
日
の
一
太
郎
宛
の
諭
吉
の
書
簡
に

「
貴
様
事
、
ド
ク
ト
ル
・
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
の
所
に
毎
日
行
く
も
苦
し
か
ら
ず
、
可
成
相
丈
け
屡
々
す
る
様
致
さ
れ
た
き
旨
、
シ
モ
ン
ズ
氏
は
特

に
申
居
り
候
間
、
其
積
に
て
毎
度
尋
問
い
た
さ
れ
た
く
、
自
ら
得
る
所
あ
る
べ
し
」
と
あ
る
。
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
の
所
へ
学
び
に
行
く
の
を
、
一

太
郎
は
渋
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
頃
、
一
太
郎
は
ア
メ
リ
カ
の
女
性
と
の
結
婚
を
考
え
、
諭
吉
に
そ
の
意
向
を
た
づ
ね
て
来
て
い
る
が
、

結
局
、
一
太
郎
の
願
い
は
叶
え
ら
れ
ず
、
学
業
の
こ
と
や
、
あ
れ
や
こ
れ
や
で
一
太
郎
は
い
さ
さ
か
す
さ
ん
で
い
た
こ
と
が
、
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス

の
忠
告
を
招
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
自
分
の
子
供
に
対
し
て
も
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
は
き
び
し
い
教
育
法
を
と
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
八
月

二
十
六
日
に
は
一
太
郎
は
ポ
ー
キ
。
フ
シ
ー
を
去
り
、
当
時
ボ
ス
ト
ン
の
セ
イ
レ
ム
と
い
う
町
に
い
た
捨
次
郎
と
同
居
す
る
こ
と
に
し
た
こ
と

が
、
好
転
に
つ
な
が
っ
た
。
そ
の
後
の
十
月
に
は
ナ
ッ
プ
の
家
に
寄
寓
し
た
。
こ
こ
で
一
太
郎
が
寄
寓
し
た
ナ
シ
。
フ
に
つ
い
て
触
れ
な
け
れ
ば

が
、
好
転
程

な
ら
な
い
。

ナ
ッ
プ
シ
局
号
ｇ
ア
爲
〆
邑
四
も
己

献
し
た
人
物
の
こ
と
で
あ
る
。

明
治
十
九
年
三
月
、
帝
国
大
学
令
が
公
布
さ
れ
、
東
京
大
学
が
帝
国
大
学
と
改
称
さ
れ
、
四
月
に
は
師
範
学
校
令
、
小
学
校
令
が
公
布
さ
れ

て
日
本
の
教
育
制
度
が
大
き
く
転
換
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

慶
応
義
塾
に
大
学
部
設
置
問
題
が
提
起
し
た
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
こ
の
と
き
慶
応
義
塾
の
直
面
し
た
問
題
は
、
一
、
教
師
は
ど
こ
か
ら
、

二
、
ど
ん
な
学
課
を
、
三
、
資
金
は
ど
う
し
て
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
第
一
の
問
題
を
氷
解
し
て
く
れ
た
の
が
ナ
シ
・
フ
で
あ
る
。

こ
こ
に
登
場
す
る
ナ
シ
・
フ
と
は
明
治
二
十
年
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
会
か
ら
、
は
じ
め
て
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
宣
教
師
ア
ー
サ
ー
・

ツ
プ
腎
号
曾
昌
．
〆
邑
湧
弓
（
図
４
）
の
こ
と
で
、
福
沢
に
も
少
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
、
慶
応
義
塾
大
学
部
設
置
に
あ
た
っ
て
、
大
き
く
貢

五
ナ
ッ
プ
の
来
日
と
シ
モ
ン
ズ
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蕊
調
に
付
、
貴
様
が
其
家
へ
参
る
べ
き
よ
し
。
是
に
は
面
白
き
事
な
り
：
．
：
：
：
」
と
あ

（
二
五
）

り
、
十
一
月
二
十
九
日
の
書
簡
に
は
「
十
一
月
一
日
ナ
シ
・
フ
宅
よ
り
発
し
た
る
英
文
の
書
状
昨
夜
相
達
し
被
見
い
た
し
候
。
先
づ
以
て
あ
い
か

わ
ら
ず
無
事
の
よ
し
め
で
た
く
存
じ
候
・
。
…
…
」
と
あ
る
。

（
一
一
｛
ハ
）

十
一
月
九
日
の
書
簡
に
は
、
「
過
般
は
ナ
シ
・
フ
氏
方
へ
二
週
間
ば
か
り
滞
留
、
日
本
の
事
情
言
語
の
享
共
話
し
、
同
家
内
君
も
至
て
深
切
な

る
よ
し
…
・
・
・
・
・
・
」
と
あ
る
。
一
太
郎
は
二
週
間
程
、
ナ
ッ
プ
の
家
に
寄
寓
し
た
の
で
あ
る
。

シ
モ
ン
ズ
が
ナ
シ
。
フ
を
諭
吉
に
紹
介
し
、
や
が
て
ナ
シ
・
フ
が
義
塾
に
来
る
手
筈
と
な
り
、
日
本
の
事
情
を
説
明
す
る
た
め
一
太
郎
の
寄
寓
と

な
っ
た
も
の
と
筆
者
は
想
像
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
一
太
郎
が
ナ
ッ
プ
を
知
り
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
二
七
）

一
太
郎
宛
の
十
二
月
七
日
の
書
簡
に
は
「
ナ
シ
。
フ
氏
も
当
月
末
に
は
到
來
い
た
す
べ
く
相
待
ち
居
り
候
。
ド
ク
ト
ル
・
シ
モ
ン
ズ
も
心
待
ち

（
二
八
）

致
し
居
り
候
様
子
に
相
見
え
候
。
…
：
…
・
」
と
あ
り
、
十
二
月
十
九
日
の
書
簡
に
は
「
ナ
ッ
ブ
氏
は
昨
日
入
船
の
筈
に
て
、
横
浜
に
外
国
人
中

待
受
の
人
あ
る
ゆ
え
、
着
の
上
世
話
致
す
べ
き
を
ド
ク
ト
ル
シ
モ
ン
ズ
氏
と
相
談
致
し
置
き
候
え
ど
も
、
船
は
今
に
入
港
せ
ず
、
或
は
今
日
な

ら
ん
と
か
と
存
候
…
・
…
・
・
」
と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
文
面
か
ら
は
、
シ
モ
ン
苧

シ
モ
ン
ズ
と
ナ
ッ
プ
は
知
己
の
友
で
あ
り
、
交
遊
の
程
が
し
の
ば
れ
る
。
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そ
も
そ
も
１
’
一
テ
リ
ァ
ン
は
神
と
精
霊
と
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
三
位
一
体
説
を
否
定
し
、
キ
リ
ス
ト
を
一
個
の
一
偉
人
と
し
て
認
め
る
に

す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
福
沢
は
「
ミ
ス
ト
ル
・
ナ
ッ
プ
の
言
に
從
へ
ぱ
、
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
は
必
ず
し
も
一
派
の
宗
教
宗
門
に
非
ず
し
て
、

洋
語
に
て
ム
ー
ヴ
メ
ン
ト
と
穂
し
、
邦
言
に
訳
す
れ
ば
、
運
動
、
動
勢
、
運
機
と
も
云
う
べ
き
も
の
な
り
と
云
う
。
其
果
し
て
宗
教
な
る
と
然

ら
ざ
る
と
は
余
が
関
せ
ざ
る
所
な
れ
ど
も
、
教
の
目
的
は
人
類
の
位
を
高
尚
に
し
て
智
力
の
働
き
を
自
由
に
し
、
博
愛
を
主
と
し
、
一
個
人
一

（
二
九
）

家
族
の
関
係
に
至
る
ま
で
も
、
之
を
網
羅
し
て
善
に
向
は
し
む
る
に
あ
り
…
…
…
」
（
ヨ
’
一
テ
リ
ァ
ン
に
寄
す
」
全
集
第
二
十
巻
）
と
述
べ
て

ナ
ッ
プ
は
太
平
洋
郵
船
ベ
ル
ジ
ュ
ク
号
で
、
明
治
二
十
年
十
一
月
三
十
日
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
発
し
た
が
途
上
海
上
不
穏
の
た
め
、
横
浜

入
港
が
遅
れ
、
十
二
月
二
十
一
日
朝
到
着
し
た
。

ナ
ッ
プ
は
福
沢
の
大
歓
迎
を
受
け
た
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い
。
シ
モ
ン
ズ
は
ナ
ッ
プ
の
住
居
に
つ
い
て
種
食
奔
走
し
て
い
る
。
ナ
ッ
プ
は

三
光
坂
の
大
鳥
圭
介
の
屋
敷
を
借
用
し
た
よ
う
で
あ
る
。

か
く
て
「
慶
応
義
塾
入
り
」
し
た
ナ
ッ
プ
は
、
慶
応
義
塾
で
の
教
育
活
動
を
通
じ
て
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
布
教
の
成
功
を
信
じ
て
い
た
。

ナ
ッ
プ
は
福
沢
の
日
本
教
育
お
よ
び
文
化
面
で
の
役
割
を
高
く
評
価
し
て
い
た
し
、
事
実
、
ま
た
ナ
ッ
プ
は
福
沢
よ
り
慶
応
義
塾
や
時
事
新

報
を
通
じ
て
布
教
と
宣
伝
の
自
由
を
獲
得
し
た
し
、
交
殉
社
か
ら
も
屡
を
講
演
の
依
頼
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

福
沢
も
自
ら
１
｜
一
テ
リ
ァ
ン
の
主
義
宣
伝
を
し
き
り
に
宣
伝
し
て
い
る
。
一
時
は
慶
応
義
塾
と
１
’
一
テ
リ
ア
ン
と
の
提
携
が
世
間
に
伝
え
ら

れ
た
程
で
あ
っ
た
。
福
沢
は
慶
応
義
塾
が
宗
教
的
で
あ
る
と
い
う
評
判
の
立
つ
こ
と
を
恐
れ
な
が
ら
も
実
際
は
少
な
か
ら
ず
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
に

肩
入
れ
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
恐
ら
く
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
説
教
が
福
沢
の
文
明
論
と
極
め
て
よ
く
相
似
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

ナ
ッ
プ
の
仕
事
は
順
調
に
進
象
、
「
ミ
ス
ト
ル
・
ナ
ッ
プ
は
三
月
三
日
出
發
歸
國
、
九
月
に
は
再
渡
の
積
り
、
同
氏
の
仕
事
は
先
づ
上
出
來

の
方
な
り
。
本
塾
の
学
事
改
良
に
付
、
第
一
の
要
は
教
師
の
こ
と
に
し
て
、
今
回
ナ
シ
。
フ
氏
歸
國
こ
そ
幸
な
れ
、
一
切
同
氏
に
托
し
て
雇
入
り

る
○

い
る
。
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（
三
○
）

事
に
内
談
整
え
候
。
砺
後
慶
応
義
塾
の
大
学
部
は
米
國
風
に
あ
い
な
る
べ
く
候
：
…
…
・
」
と
福
沢
桃
介
あ
て
の
書
簡
（
明
治
二
十
二
年
二
月
二

十
日
）
に
ふ
ら
れ
る
よ
う
に
、
ナ
ッ
プ
は
三
月
三
日
に
日
本
を
離
れ
諭
吉
の
依
頼
を
う
け
て
九
月
に
は
外
人
教
師
を
連
れ
て
再
来
日
の
予
定
で

十
日
）
程

あ
っ
た
。

以
後
こ
の
三
教
授
が
福
沢
を
助
け
て
大
学
部
の
創
立
と
そ
の
繁
栄
に
尽
力
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
三
教
授
の
わ
が
国

社
会
科
学
研
究
史
上
に
果
し
た
役
割
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
と
く
に
理
財
科
主
任
教
授
と
し
て
九
年
と
い
う
長
い
間
に
わ
た
っ
て
、
慶
応

義
塾
の
教
育
と
日
本
の
経
済
問
題
の
研
究
に
精
力
を
傾
け
た
ド
ロ
ッ
パ
ー
ズ
の
功
績
は
大
き
く
、
「
義
塾
史
を
離
れ
て
も
わ
が
国
の
初
期
経
済
学

（
一
二
一
一
）

史
上
逸
す
べ
か
ら
ざ
る
人
物
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
、
ナ
ッ
プ
を
代
表
と
す
る
こ
れ
ら
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
の
人
々
が
福
沢
諭
吉
は
じ
め
多

く
の
人
々
に
影
響
を
与
え
た
の
は
想
像
に
難
く
な
い
。
余
談
で
は
あ
る
が
、
１
’
一
テ
リ
ァ
ン
の
わ
が
国
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
一
言
記
し

こ
の
１
’
一
テ
リ
ア
ン
協
会
は
安
部
磯
雄
の
よ
う
な
社
会
主
義
者
に
よ
っ
て
も
支
持
さ
れ
、
福
沢
の
死
後
三
田
を
中
心
に
発
展
し
、
自
活
、
自

立
、
独
立
お
よ
び
自
尊
の
宗
派
と
し
て
日
本
の
社
会
運
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

た
○

帰
国
す
る
や
、
諭
吉
に
依
頼
さ
れ
た
教
授
の
人
選
に
奔
走
。
〈
１
零
ハ
ー
ド
大
学
長
エ
リ
オ
ッ
ト
ｏ
冒
竺
の
切
目
。
骨
の
推
薦
を
得
て
、
ナ
ッ
プ

は
理
財
科
主
任
教
師
ド
ロ
ッ
パ
ー
ズ
⑦
胃
局
輿
胃
。
弓
”
扇
、
文
学
科
主
任
教
師
リ
ス
カ
ム
ミ
晨
騨
日
切
胃
８
日
更
法
律
科
主
任
教
師
ゥ
イ
グ

モ
ァ
号
冒
国
．
乏
侭
ｇ
ｅ
胃
⑦
の
三
教
師
を
連
れ
て
、
明
治
二
十
二
年
十
月
二
十
三
日
再
び
横
浜
に
上
陸
、
直
ち
に
東
京
に
向
い
、
慶
応
義
塾

（
一
二
一
）

入
り
し
た
。

二
年
五
月
三
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

て
お
き
た
い
。

そ
ん
な
訳
で
ナ
ッ
プ
が
シ
モ
ン
ズ
の
母
を
伴
っ
て
帰
国
す
る
こ
と
と
な
り
、
ナ
ッ
プ
が
老
母
を
伴
っ
て
帰
国
の
途
に
つ
い
た
の
は
明
治
二
十

と
こ
ろ
が
後
述
す
る
が
、
不
幸
な
こ
と
に
ド
ク
ト
ル
・
シ
モ
ン
ズ
が
八
十
歳
に
近
き
老
母
を
残
し
て
、
二
月
十
九
日
に
客
死
し
て
し
ま
つ
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そ
の
後
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
東
京
帝
大
出
身
の
牧
師
鈴
木
文
治
は
芝
園
橋
の
傍
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
本
部
に
友
愛
会
を
結
成
し
、
後

に
こ
れ
が
日
本
労
働
総
同
盟
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
を
率
い
る
鈴
木
文
治
の
積
極
的
な
活
動
を
背
景
に
、
大
正
期
の

労
働
組
合
連
動
は
育
成
さ
れ
、
慶
応
義
塾
の
教
授
と
し
て
は
堀
江
歸
一
が
こ
れ
に
参
加
し
、
や
が
て
、
学
生
の
な
か
か
ら
マ
ル
ク
ス
主
義
者
、

（
一
二
一
二
）

野
坂
参
三
、
野
呂
栄
太
郎
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

と
あ
る
。

っ
て
い
た
。

（
三
四
）

明
治
二
十
一
年
一
月
十
六
日
一
太
郎
宛
の
諭
吉
の
書
簡
に
は
次
の
よ
う
な
文
面
が
ゑ
え
る
。

「
今
年
歸
國
に
付
て
は
、
貴
様
に
は
学
校
の
卒
業
証
書
な
し
、
実
は
小
児
の
戯
、
な
く
て
も
苦
し
か
ら
ず
、
拙
者
は
平
気
な
れ
ど
も
、

俗
世
界
の
俗
情
は
又
左
様
に
も
参
ら
ず
と
存
じ
、
今
日
内
々
ド
ク
ト
ル
シ
モ
ン
ズ
に
談
じ
、
ポ
ー
キ
プ
シ
ー
の
プ
ラ
イ
ヴ
ェ
ー
ト
チ
ー
チ

ャ
ー
よ
り
證
書
を
貰
ふ
か
、
又
は
或
る
学
校
に
て
唯
文
学
丈
け
の
證
書
を
申
受
る
か
、
如
何
様
に
か
致
し
た
し
。
委
細
は
ド
ク
ト
ル
に
て

含
朶
込
桑
お
き
候
義
に
つ
き
、
貴
様
も
其
心
得
に
て
、
得
ら
る
べ
き
も
の
な
ら
ば
勉
め
て
之
を
求
む
る
の
工
風
専
一
と
存
じ
候
、
其
節

に
當
り
、
少
々
不
愉
快
の
義
あ
る
も
忍
ん
で
之
を
受
け
候
様
い
た
さ
れ
た
く
存
じ
候
。

又
右
の
義
に
付
き
て
は
シ
モ
ン
ズ
氏
よ
り
ヨ
ン
ハ
ン
ス
氏
へ
申
越
候
事
も
あ
ら
ん
。
然
る
と
ぎ
は
貴
様
は
兼
て
ヨ
ン
ハ
ン
ス
氏
を
悦
ば

ざ
る
こ
と
に
付
、
同
人
の
世
話
は
面
白
か
ら
ず
杯
云
う
意
味
も
あ
ら
ん
な
れ
ど
も
、
こ
こ
は
入
用
の
忍
ぶ
べ
き
虎
な
り
節
を
屈
し
て
も
何

か
證
書
を
取
り
候
様
い
た
さ
れ
た
く
候
・
」

イ
ー
ス
ト
マ
ン
・
カ
レ
ッ
ヂ
を
断
念
し
、
好
き
な
書
物
を
次
々
に
読
破
し
て
い
た
一
太
郎
に
も
、
時
満
ち
て
、
い
よ
い
よ
帰
国
の
と
き
が
迫

（
三
五
）

ま
た
同
年
の
一
月
二
十
三
日
の
一
太
郎
宛
書
簡
に
は
、

六
一
太
郎
の
帰
国
と
シ
モ
ン
ズ
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日
本
の
社
会
で
は
証
書
の
大
切
な
こ
と
を
説
き
、
何
で
も
い
い
か
ら
恰
好
の
証
言
を
も
ら
っ
て
く
る
様
淳
為
と
一
太
郎
に
言
っ
て
き
か
せ
る

が
え

諭
吉
の
親
心
が
切
冷
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
シ
モ
ン
ズ
も
何
か
と
懸
命
に
助
力
し
た
の
で
あ
る
が
、
一
太
郎
本
人
は
こ
れ
を
肯
ん
ぜ
ず
、
不
同
意

と
し
て
、
結
局
何
の
証
書
を
持
た
ず
に
帰
国
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
一
ニ
ー
ハ
）

こ
の
辺
の
事
情
を
次
の
書
簡
が
物
語
っ
て
い
る
。
（
明
治
二
十
一
年
三
月
二
十
三
日
一
太
郎
あ
て
諭
吉
書
簡
）

「
さ
て
貴
様
が
歸
國
に
付
て
は
、
何
か
学
業
上
の
證
書
に
て
も
あ
ら
ぱ
都
合
宜
し
か
ら
ん
と
云
に
申
し
つ
か
わ
し
候
虎
、
右
は
不
同
意

の
よ
し
、
拙
者
に
於
て
も
さ
ま
で
熱
心
す
る
課
け
に
も
あ
ら
ず
、
如
何
様
に
て
も
苦
し
か
ら
ず
候
間
、
貴
様
の
存
念
通
り
に
致
さ
れ
度

候
、
又
此
事
は
素
と
拙
者
が
心
付
き
候
よ
り
ド
ク
ト
ル
シ
モ
ン
ズ
ヘ
も
語
り
候
義
に
て
、
ド
ク
ト
ル
よ
り
話
の
出
で
し
に
あ
ら
ず
、
何
も

六
ヶ
敷
考
え
る
に
及
ば
ざ
る
事
な
り
。
併
し
ジ
ー
ゲ
ン
フ
ー
ス
竝
び
に
ホ
イ
ト
’
－
－
よ
り
貴
様
に
与
ふ
る
書
面
も
あ
ら
ぱ
、
特
に
之
を
辞

し
か
し
一
太
郎
は
結
局
、
何
の
証
書
も
持
た
ず
に
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
捨
次
郎
は
首
尾
よ
く
マ
サ
チ
ュ
ウ
セ
ッ
ッ
エ
科
大
学
を
卒
業
し
た
。
こ
れ
と
時
を
同
じ
う
し
て
一
太
郎
も
ア
メ
リ
カ
を
引
き
払
い
、

兄
弟
相
携
え
て
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
二
人
は
六
月
六
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
発
し
、
ロ
ン
ド
ン
に
渡
り
、
こ
れ
よ
り
大
陸
に
渡
り
、
諸
所
を
廻

っ
て
マ
ル
セ
イ
ユ
か
ら
船
に
乗
り
、
途
中
格
別
の
こ
と
も
な
く
、
十
一
月
四
日
横
浜
に
到
着
、
十
二
時
十
五
分
の
汽
車
で
待
ち
か
ね
て
い
る
家

１
〆
」
坐
衲
レ
マ
（
》
０

「
貴
様
が
本
國
歸
國
に
付
て
は
、
セ
ル
チ
フ
ヒ
ヶ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
様
ド
ク
ト
ル
シ
モ
ン
ズ
氏
も
注
意
致
し
呉
れ
、
ド
ク
ト
ル
は
ジ
ー

ゲ
ン
フ
ー
ス
氏
へ
、
ナ
ッ
プ
氏
は
ホ
ィ
ト
’
－
－
氏
へ
申
送
る
積
り
な
り
、
貴
様
も
其
心
組
に
て
都
合
宜
し
く
致
さ
れ
た
し
。
今
を
去
る
二

十
年
今
の
鉄
道
局
長
井
上
勝
氏
が
英
國
よ
り
帰
り
た
る
と
き
、
氏
が
鉄
道
の
事
を
学
び
得
た
る
所
あ
る
其
次
第
に
付
き
プ
ラ
イ
ヴ
ェ
ー
ト

の
学
者
の
セ
ル
チ
フ
ヒ
ヶ
ー
シ
ョ
ン
あ
り
て
、
現
に
拙
者
が
之
を
統
訳
し
つ
か
わ
し
た
る
こ
と
あ
り
、
日
本
の
世
界
に
は
随
分
大
切
な
る

こ
と
な
り
必
ず
忘
れ
ざ
る
様
致
さ
れ
た
く
候
」

す
る
こ
と
も
な
か
る
べ
し
…
…
」
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族
の
も
と
へ
帰
っ
た
。

（
三
七
）

諭
吉
は
待
ち
に
待
っ
た
二
子
の
帰
朝
に
欣
喜
し
て
次
の
よ
う
な
七
言
絶
句
を
作
っ
た
。

す
う
そ
く

雛
燕
歸
巣
面
目
眞
雛
燕
巣
に
歸
り
て
面
目
眞
な
り

家
山
呪
又
少
風
塵
家
山
況
や
又
風
塵
の
少
な
る
と
や

歓
迎
共
飲
皆
新
旧
激
に
迎
え
て
共
に
飲
む
は
皆
親
旧

和
気
滿
堂
冬
似
春
和
氣
堂
に
滿
ち
て
冬
も
春
に
似
た
り

一
別
天
涯
別
六
閲
春
一
た
び
天
涯
に
別
れ
て
よ
り
六
た
び
春
を
関
す

相
看
恰
是
夢
耶
真
相
看
れ
ば
恰
も
是
れ
夢
か
真
か

九
郎
不
識
阿
兄
面
九
郎
は
識
ら
ず
阿
兄
の
面

却
問
佳
賓
何
虎
人
却
っ
て
問
う
佳
賓
は
何
虎
の
人
ぞ

（
九
郎
と
は
第
九
子
、
大
四
郎
の
こ
と
で
、
彼
は
二
人
の
出
発
し
た
翌
月
誕
生
し
た
）
。

諭
吉
の
喜
び
が
手
に
と
る
よ
う
で
あ
る
が
、
す
で
に
三
田
山
上
に
寓
居
を
構
え
て
い
た
シ
モ
ン
ズ
も
ま
た
、
二
人
を
喜
び
迎
え
た
一
人
で
あ

っ
た
。文

献
（
一
）
荒
井
保
男
「
米
医
，
．
Ｂ
・
シ
モ
ン
ズ
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
』
第
三
十
三
巻
第
二
号
、
二
二
’
一
七
一
頁
、
昭
和
六
十
二
年
。

（
’
一
）
富
田
正
文
「
二
子
と
養
子
の
洋
行
留
学
」
『
三
田
評
論
』
通
巻
八
六
六
号
、
四
八
’
五
○
頁
、
慶
応
義
塾
、
昭
和
六
十
一
年
一
月
。

（
一
己
福
沢
諭
吉
全
集
、
第
十
七
巻
（
書
翰
集
一
）
、
五
六
○
頁
、
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
七
年
。

（
巴
（
三
）
と
同
書
、
五
八
三
頁
。
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（
吾
（
三
）
と
同
書
、
五
九
二
’
五
九
四
頁
。

（
ご
桑
原
三
二
『
福
沢
諭
吉
、
留
学
し
た
息
子
た
ち
へ
の
手
紙
』
六
五
頁
、
は
ま
の
出
版
、
一
九
八
九
年
。

ｅ
）
（
三
）
と
同
書
、
六
三
○
’
六
三
二
頁
。

（
○
（
三
）
と
同
書
、
六
四
二
Ｉ
六
四
四
頁
。

（
ひ
（
三
）
と
同
書
、
六
六
五
’
六
六
七
頁
。

（
一
ｅ
（
三
）
と
同
書
、
六
五
九
’
六
六
一
頁
。

（
二
）
（
三
）
と
同
書
、
六
九
八
’
七
○
○
頁
。

（
三
）
杉
村
廣
太
郎
『
浜
口
悟
稜
』
一
六
○
’
一
七
三
頁
、
（
私
家
版
）
大
正
九
年
．

（
三
）
（
三
）
と
同
書
、
六
六
八
’
六
六
九
頁
。

（
一
巴
（
二
一
）
と
同
書
、
三
八
一
ｌ
三
八
五
頁
。

（
三
）
（
一
二
）
と
同
書
、
三
八
八
’
三
八
九
頁
。

（
天
）
（
一
二
）
と
同
書
、
三
八
九
’
三
九
○
頁
。

（
毛
）
（
三
）
と
同
書
、
七
四
三
’
七
四
四
頁
．

（
六
）
一
事
時
新
報
」
明
治
十
九
年
十
二
月
二
十
三
日
発
行
。

（
夛
加
藤
詔
士
「
ド
ク
ト
ル
・
ヨ
ン
グ
ハ
ン
ス
」
二
一
田
評
論
』
通
巻
第
八
六
四
号
、
三
『
ハ
、
’
五
一
頁
、
慶
応
義
塾
、
昭
和
六
十
年
十
一
月
。

（
舌
）
福
沢
諭
吉
全
集
、
第
十
八
巻
（
書
翰
集
二
）
、
一
三
三
頁
、
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
七
年
。

（
三
）
（
二
○
）
と
同
書
、
一
四
二
貝
。

（
舌
）
福
沢
諭
吉
全
集
、
第
十
八
巻

（
三
）
（
二
○
）
と
同
書
、
一
四
二

（
二
）
（
二
○
）
と
同
書
、
八
三
頁
〕

（
三
）
（
一
）
と
同
書
、
一
二
三
頁
。

（
茜
）
（
二
○
）
と
同
書
、
一
七
三

（
三
）
（
二
○
）
と
同
書
、
一
七
六
一

（
一
宗
）
（
二
○
）
と
同
書
、
一
七
六
一

（
毛
）
（
二
○
）
と
同
書
、
一
七
九
一

（
一
六
）
（
二
○
）
と
同
書
、
一
八
茎

一
七
二
頁
。

一
七
六
頁
〕

一
七
六
頁
〕

一
七
九
頁
。

一
八
五
頁
。
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一
一
二
国
一
⑦
閂

守

の
芦
冒
貝
巨
○
旨
い
』
自

冒
ぐ
○
盲
目
凰

拐
〔
面
①
ロ
》

巨
自
天
冒
○
デ
ミ
ョ

胃
寄
四
ぐ
の
巴
局
秒
ｑ
当
月
で
日
言
③
ユ
（
）
冒
吾
⑦
門
⑦
置
昏
）
目
吾
ゼ
ヴ
①
重
く
①
の
自
国
巨
匠
ｏ
匡
蜀
巨
戸
自
国
四
ミ
脚
自
己
号
⑦
固
の
ご
⑦
ぐ
①
目
①
昌
扇
具

ご
閂
．
、
酸
日
日
○
易
胃
］
巨
国
⑦
屋
國
○
ｍ
宮
一
己
言
Ｋ
Ｏ
宍
○
｝
属
目
四
〕
宮
冨
巨
唾
一
再
庁
冒
昏
①
。
め
．
旦
訂
吋
冨
め
月
芦
員
’
昌
乏
閑
８
《
巴
辱

戸、〆一、/－、/一、/一､/一、〆~、〆一、/ー、
二－－一一一一一一

一ビア＜＝‐区ョ三三二二一つナし
、ジーノ、－ノ、-ノ、－ノ、‐、－／耳、－ノ

ロ
．
画
．
四
目
員
ら
ご
少
閏
〕
シ
昌
輿
后
四
ご
Ｑ
ｏ
日
日
．
（
旨
）

。

’
胃
．
塑
冒
言
（
）
扁
胃
貝
胃
ご
・
切
醇
．
患
路
８
時
Ｃ
冒
昏
①
后
茸
而
勗
呂
琶
烏
旨
巨
蜀
匡
冒
隠
舅
畠
１
１

福
沢
諭
吉
全
集
、
第
二
十
巻
、
一

（
二
○
）
と
同
書
、
二
七
九
頁
。

飯
田
鼎
『
福
沢
諭
吉
』
二
一
四
’
二
二
三
頁
、
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
九
年
．

（
二
○
）
と
同
書
、
一
九
三
’
一
九
四
頁
。

（
三
一
）
と
同
書
、
一
○
八
頁
。

西
川
俊
作
「
Ｇ
・
ド
ロ
ッ
・
ハ
ー
ズ
の
履
歴
書
と
業
績
」
三
一
田
商
学
研
究
』
二
十
六
巻
二
○
号
、
一
○
八
頁
、
慶
応
義
塾
、
昭
和
六
十
年
十
一
月
。

（
二
○
）
と
同
書
、
一
九
三
ｌ

（
二
○
）
と
同
書
、
二
○
○
頁
。

（
二
○
）
と
同
書
、
二
一
四
頁
。

（
二
○
）
と
同
書
、
二
七
八
頁
。

葛
農
周
回
島
寓
揖
目
ご
①
〔
ざ
目
亘
①
弓
ご
く
○
房
、
昌
昌
自
毒
の
冨
国
鳥
屋
国
四
二
国
〉
胃
一
国
頃
）
①
旨
⑦
二
言
）
穿
己
号
①
国
四
目
①

国
鳥
屋
Ｎ
ｇ
ミ
脚
）
、
庁
言
①
胃
．
８
匿
い
ブ
ミ
Ｃ
８
員
）
岸
間
国
３
画
ロ
ユ
の
巨
局
胃
○
》
三
５
ミ
ロ
’
①
切
目
包
冒
冒
閃
冒
吾
⑦
ご
ｍ
・
》

』
司
四
旨
旦
岸
、
夛
乞
｝
旨
○
コ
四
忌
①
Ｐ
（
〉
○
一
』
⑦
。
昏
○
邑
○
由
｝
昼
、
二
①
言
①
門
、
．

。
の
９
Ｑ
の
Ｑ
一
○
吋
①
画
旦
画
匡
○
局
彦
尉
｝
①
亘
①
局
、
四
」
Ｑ
円
①
鵠
①
旦
計
○
岸
〕
厨
ｍ
○
口
、
》
《
（
〕
、
』
旨
〕
員
〕
（
）
口
い
》
一
○
Ｐ
・
帛
閂
．
］
匡
巨
的
｝
］
巨
旨
い
》

第
二
十
巻
、
三
六
七
’
三
六
九
頁
、
岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
七
年

す
ぐ
園
鵲
目
○
シ
閃
シ
閂

（
横
浜
市
鶴
見
区
）
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andtoMomosukeFukuzawa・AIterreadingalltheseletters,IfbundsomeflctsaboutSimmonsinthe

U.S..Herelreportonwhatlfbundoutfi､omthelctterswithsomeadditionsofmyownconsidera-
c

tlons・

Thesummaryisasfbllows.

1.AfterreturningtotheU｡S.,SimmonslivedatasmalltowncalledPo'keepsiewhichwaslocated
abouttwohoursbvtrainfi､omNewYorkCitV.

’ ‘

2.WhileFukuzawa'stwosons,IchitaroandSutCjirowerestudyingintheU.S.,Simmonsactedas

guardianfbrthemandtookcareoftheminmanyways・Heespeciallyhelpedlchitaroenterthe

UniversityofCornel1.

3AJapanesebusinessman,GoryoHamaguchi,hadvisitedtheU.S.onabusinessmissioninthel7th

yearofMeiji(1884),butunfbrtunatelyhediedofillnessinNewYorkCity.Duringl'isillness

Simmonshelpedhimnotonlymedicallybutalsofinancially.

4.ArtherM.KnappwasthefirstmissionarysenttoJapanfromtheUniterianChurchinthcU.S.

inthe20thyearofMe!ji(1887),andhecontributedagrcatdcalfbrthccstablishmentofKeio

University・ItismentionedthatSimmonshadmuchtodowithKnapp'scomingtoJapan.

つ
つ
め

（
つ
卜
）


